自動車事故被害者のケガの治療費は？
１　日本国内の自動車は、被害者を救済する目的から必ず自賠責保険（強制保険）に加入しています。まず、これを有効に利用しましょう。
２　自賠責保険（強制保険）の傷害分限度額（１２０万円）を超えたときには、加害者の任意保険の対人賠償保険か、場合によっては被害者の任意保険の人身傷害補償保険から払ってもらうことになります。

３　被害者であるあなたの任意保険の人身傷害補償保険を使うよりも、加害者の任意保険の対人賠償保険を使う方が、被害者であるあなたにとって有利なはずです。ご自身の保険約款をよくお読みください。
４　損害保険会社が被害者であるあなたの健康保険を使うようにすすめてきた場合、お気軽に医療機関の窓口でご相談ください。

○自賠責保険は、被害者に７割以上の重大な過失がある場合を除いて、過失割合による支払い制限はなく、過失相殺は適用されず、被害者の自己負担は生じません。

○加害者の任意保険の対人賠償保険は、保険会社の顧客である加害者救済が目的で契約されており、過失相殺が適用されます。加害者の任意保険会社の「対人一括払い」（強制保険と加害者の対人賠償保険を一緒に扱うこと）では、被害者のあなたにも過失があることを主張して治療費の一部負担を求めてくる場合があります。
○被害者の任意保険の人身傷害補償保険では過失相殺の適用はありませんが、保険約款に書かれた補償しか受けることができません。被害者の任意保険会社の「人身傷害一括払い」（強制保険と被害者の人身障害補償保険を一緒に扱うこと）では、保険約款により被害の全損害を補償してもらえない場合があります。保険約款をよくお読みください。

